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教室は失敗する実験室

校長 大﨑 治樹

日没時間が早まり、朝夕の寒さが晩秋の訪れを感じる今日この頃です。保護者の

皆様におかれましては、スケートリンクの造成や単位PTA研修の準備、一日防災

学校への参加などご協力をいただき、心から感謝いたします。

さて、先日標茶町少年の主張に中２の駒井瑞月さんが「簡単に『つながれる』世

の中」と題して、インターネット（スマホやタブレットも含む）利用について家庭

内でルールを決めている理由について述べた発表を聞いてきました。今や、スマホ

やタブレットは大人に限らず小中学生でも日常使いの道具の一つになりつつありま

す。学校でも子どもの一人一台端末を活用する授業づくりを進めています。

我々が子どもの時代（アポロ１１号で人類が初の月面着陸に成功したとき、私は

小学校１年生で衛星中継を見ていました）は、一家に一台テレビが入ってきた普及

しはじめた頃で私のような子は「テレビっ子」と言われる時代でした。ましてビデ

オもありませんでしたから、父や兄姉が帰宅するまではテレビチャンネルは私のも

のです。一方的に情報を流す情報から番組を選び、「見られるときに、見たい番組

を見る」ので当然、長時間の視聴や内容の低俗さから社会問題になった番組もあり

ました。それが、今や個人がスマホやタブレット、ゲーム機で世界と簡単にとつな

がる術を手に入れています。同時に双方向のコミュニケーションが可能になりまし

たが、ツイッター等のSNSでは発言に対して、眉をひそめるような誹謗中傷やヘ

イトスピーチが横行しています。１１月９日の読売新聞に「挑戦しない子ども」と

いうコラムがありました。芸能人がTwitterで些細な失言や個人的な発言すると、

当事者ではない者から誹謗中傷され叩かれるシーンを見続けることで、挑戦するこ

とを恐れ心が委縮するようになるとの論調で、少し大げさだなと思っていました。

しかし、オンラインゲームの架空の世界でも事態は深刻でゲーム上の禁止行為、ペ

ナルティポリシーの改訂が行われています。現実の社会や空想の世界でも多様な意

見や主張のある中で、コミュニケーションを適切に行うことは、社会人としてとて

も重要なスキルであり、「失敗は成功のもと」という言葉が死語にならないよう、

我々大人はコミュニケーションの手本を子どもに見せていく必要があると考えさせ

られました。

今年もあとひと月となり、第２回目学校評価が来月には実施されます。ウィッヅ

コロナの中で教育活動を進めて参りましたが、保護者・地域の皆様方のご意見やお

考えにも傾聴しながら、本校の教育活動の改善を図っていきたいと思いますので、

どうぞご意見をお寄せいただき、あわせてご理解とご協力をいただきますようお願

いします。

■１２月行事予定■
1 水 小６英検ＥＳＧ 職員会議

2 木 代表委員会（昼休み 卒業生を送る会）

3 金 委員会

4 土 週休日 釧根地区中学生バドミントン新人戦

5 日 週休日 釧路地区中体連スピードスケート大会

6 月 中３三者面談週間

7 火 標茶町学力・生活調査 図書館バス

8 水 小標茶町学力・生活調査

9 木 小中参観日・各学級懇談③ 中３三者面談 学級討議（卒業生を送る会） 小午前授業

10 金 中全冬休み課題一覧配付 委員会

11 土 週休日 単Ｐ研 中学校バドミントン選抜強化練習

12 日 週休日

13 月 小６租税教室 給食なし弁当持参

14 火 給食なし弁当持参

15 水 代表委員会（昼休み） 給食なし弁当持参

16 木 給食なし弁当持参

17 金 ALT授業日 委員会（後期反省） 給食なし弁当持参

18 土 週休日

19 日 週休日

20 月 学期末清掃① 特別時程 給食なし弁当持参

21 火 図書館バス 学期末清掃② 特別時程 給食なし弁当持参

22 水 中学年末テスト範囲配付 給食なし弁当持参

23 木 学期末清掃③ 特別時程 選挙管理委員会役員選挙公示（昼） 総会議長打合せ 給食なし弁当持参

24 金 ２学期終業式 学校便り発行 学期末清掃④ 全道中体連壮行会 給食なし弁当持参

25 土 冬休み① 週休日

26 日 冬休み② 週休日

27 月 冬休み③

28 火 冬休み④

29 水 冬休み⑤ 年末休日 学校閉庁日

30 木 冬休み⑥ 年末休日 学校閉庁日

31 金 冬休み⑦ 年末休日 学校閉庁日

※３学期始業式は１月１７日です。

※１２月２９日～１月３日までは学校閉庁日となります。

※新型コロナウィルス感染症にかかわる今後の状況によって、現在予定されてい

る行事を変更する場合があります。ご了承ください。

家庭や地域との連携を深め、知・徳・体をバラン

スよくはぐくむ！



１１月１日（月）秋の学校林活動を学校で行いました。
１１月１日（月）に、秋の学校林活動

を行いました。今回も夏の学校林に続き、

ヒグマ対策として校内・校庭での活動と

なりました。

まずは校庭を回り、校庭にはどのよう

な樹木があるのかを説明していただきま

した。イチイ・ミズナラ・カラマツ・ヤ

マブドウなど多くの樹木があることや、その特徴を教えていただ

きました。次に校内に入り、様々な樹木の標本や種を見せていた

だき、裸子植物や被子植物について説明をいただきました。その

後は小１～４年生と５年生以上と中学生のグループに分かれて学

習しました。今年度もなかなか学校林に行くことはできませんが、

実施方法を工夫をして学びを深めました。

今年度の児童生徒表彰は瑞月さん・恋音さん
１１月２日（火）に、「令和３年度標茶町児童生徒表彰」が本校体

育館を会場に行われました。

今年度は、小学校６年の舘石恋音さんが「親切賞」に、中学校２年

の駒井瑞月さんが「努力賞」に選ばれました。

２人には、佐藤標茶町長から表彰状がそれぞれ手渡されました。ま

た、受賞者を代表して瑞月さんが感謝と決意の言葉を堂々と述べまし

た。お二人のますますの活躍を期待しています。

瑞月さん堂々と発表「標茶町少年の主張」
１１月１３日（土）に、少年の主張標茶町大会が「うぃず」

を会場に行われました。本校からは、中学校２年の駒井瑞月

さんが代表として出場し、堂々と自分の考えを発表してくれ

ました。テーマは「簡単に『つながれる』世の中」です。現

在の世の中がゲームやＳＮＳなどインターネットを介して誰

とでも簡単に「つながれる」ことについて、便利さの裏に隠された危険性を訴えた、大変

立派な発表でした。瑞月さん、本当にお疲れ様でした。

今年度も「餅つき大会」・「給食試食会」が中止に……。
９月末を以て緊急事態宣言が解除され、現在は全国的に新型コロナウィルス感染状況

が落ち着きを見せています。しかし、冬に向けて第６波の到来が心配される状況でもあ

ります。そうした状況を鑑み、例年１２月に開催しております「餅つき大会」を今年度

も中止することといたします。また、例年１２月の参観日に開催しておりました「給食

試食会」も中止とさせていただきます。今後も感染の拡大状況を見据えながら教育活動

を変更せざるを得ない状況が考えられます。何卒ご理解のほどお願いいたします。

１２月１３日から２４日までお弁当が必要です
春に一度ご案内しておりますが、給食調理場の引っ越しのため、１２月１３日（月）

から２４日（金）までの期間、給食の提供がありません。この期間は弁当持参となりま

す。お手数をおかけしますが、ご協力をお願いいたします。

大地くん・恋音さんが北海道学び推進月間標語で優秀作品に
悠真くん・恋音さんが標茶町健全育成標語で優秀作品に
例年本校児童・生徒の皆さんが取り

組んでいる「北海道学び推進月間」標

語ですが、今年度は小学校６年の舘石

恋音さんが「釧路教育局奨励賞」に、

中学校３年生の伊藤大地くんが「釧路

教育局最優秀賞」に選ばれました。お

めでとうございます。

また、こちらも例年皆さんが取り組

んでいる「標茶町青少年健全育成推進

連絡協議会標語」審査において、小学

校６年生の舘石恋音さんと中学校１年

の佐々木悠真くんの標語が「あいさつ

・声かけ部門」で優秀作品に選ばれました。恋音さんの作品は、「学校に 笑顔の種

まき 満開に」、悠真くんの作品は「あいさつは 明るい世界の 必需品」です。二人

の作品が掲載されたポスターが今後、町内各所に掲示されます。恋音さんはダブル受

賞、悠真くんは２年連続受賞となりました。おめでとうございます。

小学校スケート少年団始動
１１月９日（火）、小学校のスケート少年団が結団式

を行い、今年度の少年団活動がスタートを切りました。

結団式で決意表明を行った児童たちは、現在陸トレに励

んでいます。慣れない動きに戸惑う１年生を、上級生が

丁寧にサポートしています。１年生に対して動作と言葉

で的確に伝える上級生は、見事なコーチぶりを発揮して

います。氷上の練習が始まるまで、しっかりと体力をつ

けていきましょう。

１１月２２日（月）１日防災学校を行いました。
１１月２２日（月）に、１日防災学

校を行いました。児童生徒の防災意識

を高めることをねらいとした行事です。

１時間目は全校児童生徒で地震を想

定した避難訓練と町防災担当の方から

の防災講話を行いました。その後、小

学校１年生は２時間目に防災カルタの

取組を行いました。小学校３年生から６

年生は３・４時間目にハイゼックスとい

う非常用の袋を用いて防災食を作りまし

た。中学生は２・３時間目に避難所防災

ゲーム「ＤＯはぐ」を、４時間目に段ボ

ールベッドの組立体験を行いました。こ

れらの経験を通して、防災意識の高まり

に繋がることを期待しています。


